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学
生
の
多
様
化
が
進
行
し
、
各
大
学
で
は
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
や
キ

ャ
リ
ア
支
援
な
ど
学
生
支
援
に
力
を
注
い
で
い
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
限
ら
れ
た
教
職
員
で
学
生
支
援
活
動
を
行
う
に
は
限
界
が
あ

り
、
こ
れ
以
上
の
著
し
い
成
果
を
期
待
で
き
な
い
の
も
現
実
で
あ

る
。
こ
れ
ま
で
、
日
本
の
大
学
に
お
け
る
学
生
支
援
は
、
ソ
ー
シ
ャ

ル
・
ス
キ
ル
（
人
間
関
係
力
）
と
ス
タ
デ
ィ
・
ス
キ
ル
（
学
習
技
術
）

が
不
足
し
て
い
る
学
生
（
第
三
層
）
に
対
し
、
相
当
の
資
源
を
費
や

し
て
き
た
と
言
え
る
（
図
１
、２
）。
別
言
す
れ
ば
、
第
一
層
の
学
生

に
対
す
る
支
援
は
疎
か
に
な
り
が
ち
で
あ
っ
た
。

一
方
、
ゼ
ミ
や
サ
ー
ク
ル
の
場
に
お
い
て
「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

発
揮
で
き
る
学
生
が
い
な
い
」
と
い
っ
た
、
リ
ー
ダ
ー
不
在
を
嘆
く

声
が
ど
こ
の
大
学
で
も
聞
か
れ
る
。

今
求
め
ら
れ
る
の
は
、
第
二
・
三
層
の
学
生
支
援
に
加
え
て
、
か

つ
て
存
在
し
た
第
一
層
の
学
生
を
育
成
・
支
援
す
る
こ
と
で
は
な
い

か
。
こ
の
学
生
層
の
厚
さ
が
増
す
こ
と
で
、
従
来
の
取
組
と
の
相
乗

効
果
が
期
待
さ
れ
、
新
た
な
学
生
支
援
の
ス
タ
イ
ル
を
構
築
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
考
え
る
。

「
愛
媛
大
学
リ
ー
ダ
ー
ズ
・
ス
ク
ー
ル
（
以
下
「
Ｅ
Ｌ
Ｓ
」
と
す

る
）」
の
第
一
の
目
的
は
、
学
生
リ
ー
ダ
ー
な
ら
び
に
将
来
リ
ー
ダ

ー
に
な
り
得
る
学
生
が
在
学
中
（
授
業
や
ゼ
ミ
、
サ
ー
ク
ル
活
動
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
大
学
行
事
な
ど
）
に
出
会
う
様
々
な
課
題
の

解
決
を
支
援
す
る
こ
と
で
、
十
分
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、

学
生
支
援
の
新
た
な
試
み

～
愛
媛
大
学
リ
ー
ダ
ー
ズ
・
ス
ク
ー
ル（
Ｅ
Ｌ
Ｓ
）～

秦　

敬
治

（
愛
媛
大
学　

教
育
・
学
生
支
援
機
構　

教
育
企
画
室
副
室
長
・
准
教
授
）

●
体
験
事
例
●
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人
間
的
成
長
を
促
進
す
る
こ
と
で
あ
る
。

第
二
の
目
的
は
、
こ
う
し
た
第
一
層
の
学
生
リ
ー
ダ
ー
が
一
般
学

生
（
第
二
・
三
層
）
を
率
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
学
の
諸
活
動
を

活
性
化
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。

第
三
の
目
的
は
、
そ
の
成
果
と
し
て
、
修
了
生
が
卒
業
後
の
市
民

社
会
や
職
場
に
お
い
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
こ
と
で
社
会

に
貢
献
す
る
こ
と
で
あ
る
。

日
本
の
大
学
に
お
け
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
教
育
は
、
サ
ー
ク
ル
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
い
っ
た
経
験
を
通
し
た
非
形
式
な
学
習
か
、

将
来
の
ビ
ジ
ネ
ス
リ
ー
ダ
ー
等
の
養
成
を
目
的
と
し
た
授
業
が
一
般

的
で
あ
る
。
Ｅ
Ｌ
Ｓ
は
、
体
系
化
さ
れ
た
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
教
育
を

提
供
し
、
現
在
の
学
生
リ
ー
ダ
ー
経
験
の
直
接
的
な
支
援
を
す
る
も

の
で
あ
り
、
よ
り
実
践
的
な
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

Ｅ
Ｌ
Ｓ
の
特
徴
は
、
第
一
に
、
こ
れ
ま
で
分
離
さ
れ
が
ち
で
あ
っ

た
、
授
業
（
単
位
認
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
と
学

生
支
援
活
動
（
非
単
位
認
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

を
横
断
的
に
組
み
合
わ
せ
て
い
る
こ
と
に
あ

る
。
断
片
的
な
学
び
で
は
、
リ
ー
ダ
ー
の
養

成
は
で
き
な
い
。
Ｅ
Ｌ
Ｓ
で
は
、
専
門
教

育
・
教
養
教
育
、
学
生
支
援
活
動
の
垣
根
を

越
え
た
、
新
し
い
学
生
支
援
方
法
を
採
用
す

る
こ
と
で
、「
学
生
が
出
会
う
経
験
総
体
」

に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る
。
学
生
リ
ー
ダ
ー

は
、
学
部
に
属
し
学
士
号
の
取
得
を
目
指
す

と
共
に
、
学
部
教
育
で
も
な
く
共
通
教
育
で

も
な
い
、「
ス
ク
ー
ル
」
に
所
属
し
な
が

ら
、
継
続
的
・
体
系
的
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
学
び
、
学
内
資
格
（
愛
媛
大
学
Ｅ
Ｌ
Ｓ
資

学生支援の新たな試み 
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 学生の多様化が進行し、各大学ではメンタルヘルスやキャリア支援など学生支援に力を

注いでいる。しかしながら、限られた教職員で学生支援活動を行うには限界があり、これ

以上の著しい成果を期待できないのも現実である。これまで、日本の大学における学生支

援は、ソーシャル・スキル（人間関係力）とスタディ・スキル（学習技術）が不足してい

る学生(第三層)に対し、相当の資源を費やしてきたと言える(図１、２)。別言すれば、第一
層の学生に対する支援は疎かになりがちであった。 
一方、ゼミやサークルの場において「リーダーシップを発揮できる学生がいない」とい

った、リーダー不在を嘆く声がどこの大学でも聞かれる。 
今求められるのは、第二・三層の学生支援に加えて、かつて存在した第一層の学生を育

成・支援することではないか。この学生層の厚さが増すことで、従来の取組との相乗効果

が期待され、新たな学生支援のスタイルを構築することができると考える。 
「愛媛大学リーダーズ・スクール（以下「ELS」とする）」の第一の目的は、学生リー

ダーならびに将来リーダーになり得る学生が在学中(授業やゼミ、サークル活動、ボランテ

ィア活動、大学行事など)に出会う様々な課題の解決を支援することで、十分にリーダーシ

ップを発揮し、人間的成長を促進することである。 

第二の目的は、こうした第一層の学生リーダーが一般学生(第二・三層)を率いることに

よって、大学の諸活動を活性化させることである。 

第三の目的は、その成果として、修了生が卒業後の市民社会や職場においてリーダーシ

ップを発揮することで社会に貢献することである。 
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格
）
を
取
得
す
る
。

第
二
に
、「
経
験
を
基
盤
と
し
た
学
習
」
と
す
る
た
め
に
、
学
内

外
の
日
常
活
動
や
行
事
に
お
い
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
経

験
を
並
行
し
て
求
め
ら
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
大
学
や
Ｅ
Ｌ
Ｓ
が
主

催
す
る
イ
ベ
ン
ト
活
動
、
ゼ
ミ
や
研
究
室
で
の
活
動
、
サ
ー
ク
ル
活

動
、
学
生
代
表
者
会
議
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ

活
動
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
活
動
な
ど
が
こ
れ
に
あ
た
る
。

第
三
に
、
他
大
学
に
本
学
の
事
例
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
積
極
的
に
開

示
し
連
携
す
る
こ
と
で
、
国
内
外
に
学
生
リ
ー
ダ
ー
ズ
・
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
構
築
し
、
学
生
リ
ー
ダ
ー
養
成
の
拠
点
大
学
と
し
て
、
学
生

支
援
関
係
職
員
Ｆ
Ｄ
・
Ｓ
Ｄ
を
含
め
た
、
他
大
学
の
学
生
支
援
に
も

関
わ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
通
し
て
、
学
生
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

支
援
・
教
育
と
い
う
新
し
い
高
等
教
育
研
究
分
野
の
発
展
、
新
た
な

学
生
支
援
関
係
職
員
の
能
力
開
発
に
貢
献
し
て
い
る
。

第
四
に
、
学
生
同
士
が
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
た
め
に
必
要
と

な
る
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
な
関
係
を
構
築
す
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。�

Ｅ
Ｌ
Ｓ
で
は
こ
れ
を
「
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
・
フ
レ
ン
ド
」
と
呼
ん
で
い

る
。
Ｅ
Ｌ
Ｓ
の
取
り
組
み
の
中
に
お
い
て
、
こ
の
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
・

フ
レ
ン
ド
の
構
築
が
大
き
な
カ
ギ
と
な
る
。
リ
ー
ダ
ー
に
限
ら
ず
、

人
間
が
成
長
す
る
上
で
は
、
自
ら
を
振
り
返
る
作
業
が
重
要
と
な
る

が
、
そ
の
た
め
に
は
効
果
的
な
他
者
と
の
関
わ
り
が
必
要
と
な
る
。

お
互
い
の
成
長
の
た
め
に
必
要
な
仲
間
が
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
・
フ
レ
ン

ド
な
の
で
あ
る
。

第
五
に
、
Ｅ
Ｌ
Ｓ
関
係
教
職
員
（
以
下
「
ス
タ
ッ
フ
」
と
す
る
）

の
深
い
関
与
に
よ
り
、
学
生
の
成
長
が
促
進
さ
れ
る
。
授
業
や
窓
口

で
接
し
て
き
た
、
旧
来
型
の
教
職
員
と
学
生
の
関
係
で
は
な
く
、
学

生
の
日
常
の
言
動
を
深
く
観
察
し
、
効
果
的
な
指
導
を
個
々
の
学
生

に
対
し
て
行
う
手
法
は
、
大
学
側
も
ス
タ
ッ
フ
個
々
に
も
相
当
の
負

担
を
強
い
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
手
法
は
、
ス
タ
ッ
フ
側
が

一
つ
の
チ
ー
ム
と
し
て
行
う
事
で
、
学
生
を
媒
介
と
し
た
新
た
な
教

職
協
働
と
な
り
、
多
面
的
な
教
育
・
学
生
支
援
活
動
に
加
え
、
効
果

的
な
Ｆ
Ｄ
・
Ｓ
Ｄ
に
も
な
っ
て
い
る
。

以
下
で
は
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
で
も
独
自
性
の
あ
る
も
の
に
つ

い
て
説
明
す
る
。

①
Ｅ
Ｌ
Ｓ
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
（
以
下
「
Ｅ
Ｌ
Ｓ
ゼ
ミ
」
と
す
る
）（
受
講

者
は
半
期
三
〇
名
×
年
二
回
＝
年
六
〇
名
）

Ｅ
Ｌ
Ｓ
ゼ
ミ
で
は
、
六
〇
分+

七
五
分
の
少
人
数
教
育
を
週
に

一
回
ず
つ
、
半
期
で
計
一
二
回
行
う
。
ゼ
ミ
の
前
半
部
分
は
教
員
に

よ
っ
て
行
わ
れ
る
講
義
に
お
い
て
、
知
識
修
得
、
自
己
分
析
、
他
者

分
析
に
加
え
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
会
議
の
進
め
方
な
ど
の
ス

キ
ル
も
学
ぶ
。
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
各
受
講
者
が
自
ら
抱
え
る
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
の
課
題
を
解
決
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
。
教
員
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は
、
ゼ
ミ
時
間
内
外
で
そ
の
課
題
解
決
の
支
援
を
目
的
と
し
た
個
別

指
導
、
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
丁
寧
に
行
う
。

②
『
学
生
リ
ー
ダ
ー
ズ
読
本
』
の
作
成

Ｅ
Ｌ
Ｓ
ゼ
ミ
で
の
発
表
内
容
、
そ
れ
に
関
わ
る
教
員
か
ら
の
指
導

お
よ
び
受
講
仲
間
や
自
ら
に
よ
る
振
り
返
り
を
も
と
に
報
告
書
を
作

成
し
、
そ
れ
ら
を
ま
と
め
る
こ
と
で
『
学
生
リ
ー
ダ
ー
ズ
読
本
』
を

発
行
し
て
い
く
。
毎
年
度
改
訂
を
積
み
重
ね
る
こ
と
に
よ
り
、
他
大

学
の
参
考
と
な
る
情
報
を
提
供
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

③
Ｅ
Ｌ
Ｓ
合
宿
研
修

Ｅ
Ｌ
Ｓ
ゼ
ミ
で
は
、
毎
学
期
必
ず
一
泊
二
日
の
合
宿
研
修
を
行

う
。
こ
の
合
宿
研
修
は
、
受
講
者
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る

実
践
の
機
会
と
な
る
。
合
宿
研
修
で
は
、
セ
ミ
ナ
ー
に
加
え
、
研
修

所
ま
で
の
移
動
、
食
事
、
買
出
し
、
研
修
企
画
、
役
割
分
担
な
ど
全

て
の
経
験
が
、
学
生
企
画
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な

っ
て
い
る
。

④
Ｅ
Ｌ
Ｓ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

Ｅ
Ｌ
Ｓ
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
培
っ
た
ス
キ
ル
や
知
識
な
ど
を
Ｅ
Ｌ
Ｓ
の

公
式
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
し
て
実
践
す
る
。
こ
れ
ま
で
行
っ
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
、
二
四
時
間
テ
レ
ビ
の
企
画
・
運
営
、
コ
ン
サ
ー
ト
企

画
・
運
営
、
市
民
と
の
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
韓
国
で
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
実
践
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
学
生
支
援
協
会
国
際
大
会
へ
の
参

加
・
発
表
、
他
大
学
へ
出
向
い
て
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
研
修
の
実

施
、
松
山
市
長
と
の
対
談
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。

学
生
に
限
ら
ず
、
人
間
の
成
長
や
教
育
に
つ
い
て
は
、
体
系
的
・

継
続
的
・
段
階
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
必
要
で
あ
る
が
、
日
本
の
初

等
・
中
等
・
高
等
教
育
に
お
け
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
、
こ
れ
ら
全
て
に
お
い
て
不
十
分
、
も
し
く
は
全
く
存
在
し
な
い

ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
社
会

や
企
業
は
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
力
を
強
く
求
め
、
大
学
の
デ
ィ
プ
ロ
マ

ポ
リ
シ
ー
で
は
、
リ
ー
ダ
ー
や
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
い
う
言
葉
を
多

く
目
に
す
る
。

Ｅ
Ｌ
Ｓ
で
は
完
全
と
は
言
え
な
い
が
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
・
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
体
系
的
・
継
続
的
・
段
階
的
に
進
め
る
努
力
を
行
っ
て
い

る
。
特
に
、
継
続
的
に
学
生
や
卒
業
生
と
関
わ
る
こ
と
で
、
振
り
返

り
の
作
業
を
自
然
に
行
え
る
習
慣
づ
け
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
自

身
の
振
り
返
り
を
行
え
る
こ
と
が
、
他
者
へ
の
関
わ
り
に
つ
な
が
っ

て
い
く
こ
と
が
、
Ｅ
Ｌ
Ｓ
の
活
動
評
価
に
お
い
て
も
明
ら
か
に
な
っ

て
き
た
。

Ｅ
Ｌ
Ｓ
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
学
生
が
成
長
の
プ
ロ
セ

ス
で
涙
を
流
す
。
そ
れ
は
、「
自
分
の
知
ら
な
か
っ
た
自
分
に
出
会

っ
た
か
ら
」、「
初
め
て
他
者
か
ら
強
い
指
摘
を
受
け
た
か
ら
」、「
ベ
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ス
ト
を
尽
く
さ
ず
に
振
舞
う
自
分
に
気
が
つ
い
た
か
ら
」、「
本
気
に

な
る
決
意
が
で
き
た
か
ら
」、「
あ
り
の
ま
ま
の
自
分
を
受
け
入
れ
る

こ
と
が
で
き
た
か
ら
」、「
過
去
の
自
分
を
自
分
自
身
や
他
者
に
受
け

入
れ
て
も
ら
え
た
か
ら
」
な
ど
、
様
々
な
理
由
が
あ
る
よ
う
で
あ
る

が
、
我
々
ス
タ
ッ
フ
も
人
前
で
涙
を
流
す
ほ
ど
素
直
に
な
れ
る
場
を

意
図
的
に
用
意
す
る
こ
と
が
多
い
。
こ
の
作
業
は
、
一
見
、
非
常
に

リ
ス
ク
を
伴
う
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
が
、
ス
タ
ッ
フ
と
学
生
や
学
生

同
士
が
信
頼
し
合
え
る
関
係
を
構
築
し
て
さ
え
い
れ
ば
、
リ
ス
ク
は

ほ
と
ん
ど
な
く
、
メ
リ
ッ
ト
は
非
常
に
大
き
い
こ
と
も
明
ら
か
と
な

っ
て
い
る
。

学
生
の
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
を
構
築
で
き
る
よ
う
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
い
て
は
、
体
系
的
・
継
続
的
・
段
階
的
で

あ
る
こ
と
に
加
え
、
ス
タ
ッ
フ
が
長
時
間
、
深
く
、
学
生
個
々
を
観

察
・
関
与
・
支
援
す
る
こ
と
を
行
え
な
け
れ
ば
、
充
分
な
成
果
は
期

待
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
に
対
応
す
る
ス
タ
ッ
フ

の
確
保
は
、
ど
の
大
学
に
お
い
て
も
余
裕
が
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う

が
、
学
生
支
援
と
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
横
断
的
に
結
び
つ
け
る
こ
と

で
、
両
方
の
教
職
員
を
教
職
協
働
と
い
う
ス
タ
イ
ル
で
活
用
す
る
こ

と
が
で
き
る
た
め
、
数
多
く
の
教
職
員
を
投
入
す
る
こ
と
も
可
能
と

成
り
得
る
。

今
回
、
こ
の
紙
面
に
も
二
名
の
Ｅ
Ｌ
Ｓ
生
が
投
稿
し
て
い
る
が
、

彼
ら
自
身
や
彼
ら
の
経
験
は
Ｅ
Ｌ
Ｓ
の
中
で
は
、
特
殊
な
ケ
ー
ス
で

は
な
い
。
そ
の
こ
と
は
、
彼
ら
自
身
も
感
じ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

彼
ら
が
Ｅ
Ｌ
Ｓ
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
受
講
し
た
の
は
一
、二
年
時
で
あ

り
、
大
学
生
活
の
中
で
は
リ
ー
ダ
ー
的
な
存
在
で
も
な
く
、
経
験
も

非
常
に
少
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
Ｅ
Ｌ
Ｓ
を
受
講
す
る
際

か
ら
「
何
か
に
気
づ
き
た
い
」、「
学
び
た
い
」、「
成
長
し
た
い
」
と

い
う
気
持
ち
は
確
実
に
有
し
て
い
た
。
我
々
教
職
員
は
、
そ
の
よ
う

な
学
生
に
気
づ
き
を
与
え
、
火
を
点
け
、
支
援
す
る
こ
と
が
可
能
な

の
で
あ
る
と
つ
く
づ
く
感
じ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
学
生
こ
そ

が
、「
ど
う
し
て
良
い
か
分
か
ら
な
い
」、「
何
も
や
る
気
が
起
こ
ら

な
い
」、「
大
学
生
活
が
楽
し
く
な
い
」
と
い
っ
た
よ
う
な
学
生
に
対

し
、
教
職
員
よ
り
も
有
効
な
働
き
か
け
が
出
来
得
る
人
材
と
も
言
え

る
。そ

れ
で
は
こ
こ
で
、
実
際
に
Ｅ
Ｌ
Ｓ
を
受
講
し
、
修
了
し
た
学
生

２
名
に
体
験
談
を
文
章
化
し
て
も
ら
っ
た
の
で
、
次
ペ
ー
ジ
以
降
に

記
載
す
る
。
彼
ら
の
体
験
談
の
後
に
、
あ
ら
た
め
て
【
ま
と
め
】
を

述
べ
る
。


